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【手続補正書】
【提出日】平成27年11月4日(2015.11.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　抗原およびキャリア分子を含む結合体であって、前記キャリア分子がｓｐｒ００９６抗
原およびｓｐｒ２０２１抗原を含む、結合体。
【請求項２】
　前記ｓｐｒ００９６抗原が、配列番号１または配列番号２に対して５０％またはそれを
超える同一性を有するアミノ酸配列を含む、請求項１に記載の結合体。
【請求項３】
　前記ｓｐｒ２０２１抗原が、配列番号３に対して５０％またはそれを超える同一性を有
するアミノ酸配列を含む、請求項１または請求項２に記載の結合体。
【請求項４】
　前記キャリア分子が、前記ｓｐｒ００９６抗原および前記ｓｐｒ２０２１抗原を単一の
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ポリペプチド鎖として含む、請求項１～３のいずれかに記載の結合体。
【請求項５】
　前記ポリペプチド鎖が、式ＮＨ２－Ａ－｛－Ｘ－Ｌ－｝ｎ－Ｂ－ＣＯＯＨのポリペプチ
ド鎖であり、式中、Ａは、任意選択のＮ末端アミノ酸配列であり、Ｂは、任意選択のＣ末
端アミノ酸配列であり、ｎは、２またはそれより大きい（例えば、２、３、４、５、６な
ど）整数であり、各Ｘは、ｓｐｒ００９６抗原またはｓｐｒ２０２１抗原のアミノ酸配列
であり、ここで、少なくとも１つのＸは、ｓｐｒ００９６抗原であり、少なくとも１つの
Ｘは、ｓｐｒ２０２１抗原であり、Ｌは、任意選択のリンカーのアミノ酸配列である、請
求項４に記載の結合体。
【請求項６】
　ｎが２である、請求項５に記載の結合体。
【請求項７】
　Ｘ１がｓｐｒ００９６抗原であり、Ｘ２がｓｐｒ２０２１抗原である、請求項６に記載
の結合体。
【請求項８】
　前記ポリペプチド鎖が、配列番号９に対して５０％またはそれを超える（例えば、６０
％、６５％、７０％、７５％、８０％、８５％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４
％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％、９９．５％または９９．５％超）同一性
を有するアミノ酸配列、特に、配列番号９のアミノ酸配列を含む、請求項７に記載の結合
体。
【請求項９】
　前記抗原が糖である、請求項１～８のいずれかに記載の結合体。
【請求項１０】
　前記糖が、Ｎ．ｍｅｎｉｎｇｉｔｉｄｉｓに由来する莢膜糖、Ｓ．ｐｎｅｕｍｏｎｉａ
ｅに由来するグルカンまたは莢膜糖である、請求項９に記載の結合体。
【請求項１１】
　前記糖が、Ｎ．ｍｅｎｉｎｇｉｔｉｄｉｓの血清群Ａ、Ｃ、Ｗ１３５、またはＹに由来
する莢膜糖である、請求項１０に記載の結合体。
【請求項１２】
　前記抗原がハプテンである、請求項１から８のいずれかに記載の結合体。
【請求項１３】
　前記ハプテンが、アヘン剤、マリファナ、アンフェタミン、コカイン、バルビツレート
、グルテチミド、メチプリロン、抱水クロラール、メタクワロン、ベンゾジアゼピン、Ｌ
ＳＤ、ニコチン、抗コリン作用薬、抗精神病薬、トリプタミン、他の精神作用薬、鎮静剤
、フェンシクリジン、プシロシビン、揮発性亜硝酸塩、ならびに物理的依存および／また
は精神的依存を誘導する他の薬物である、請求項１２に記載の結合体。
【請求項１４】
　医薬における使用のための、請求項１～１３のいずれかに記載の結合体を含む組成物。
【請求項１５】
　請求項１～１３のいずれかに記載の結合体または請求項１４に記載の組成物を、薬学的
に許容されるキャリアと組み合わせて含む医薬組成物。
【請求項１６】
　血清群Ａ、Ｃ、Ｗ１３５、およびＹに由来する糖を含む結合体の混合物を含む、請求項
１５に記載の医薬組成物。
【請求項１７】
　血清群Ａ、Ｃ、Ｗ１３５、およびＹに由来する糖を含む前記結合体が、各糖について別
個の結合体である、請求項１６に記載の医薬組成物。
【請求項１８】
　血清群Ａ、Ｃ、Ｗ１３５、およびＹに由来する糖を含む前記結合体が、同じキャリアに
基づく、請求項１７に記載の医薬組成物。
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【請求項１９】
　前記同じキャリアが、請求項１から８のいずれかに記載のキャリア分子である、請求項
１８に記載の医薬組成物。
【請求項２０】
　哺乳動物において免疫応答をもたらすための組成物であって、請求項１から１３のいず
れかに記載の結合体、請求項１４に記載の組成物または請求項１５から１９のいずれかに
記載の医薬組成物を含む、組成物。
 
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　本発明は、非天然アミノ酸を含むように修飾されたキャリア分子にさらに関する。
　例えば、本発明は、以下の項目を提供する：
（項目１）
　抗原およびキャリア分子を含む結合体であって、上記キャリア分子がｓｐｒ００９６抗
原およびｓｐｒ２０２１抗原を含む、結合体。
（項目２）
　上記ｓｐｒ００９６抗原が、配列番号１または配列番号２に対して５０％またはそれを
超える同一性を有するアミノ酸配列を含む、項目１に記載の結合体。
（項目３）
　上記ｓｐｒ２０２１抗原が、配列番号３に対して５０％またはそれを超える同一性を有
するアミノ酸配列を含む、項目１または項目２に記載の結合体。
（項目４）
　上記キャリア分子が、上記ｓｐｒ００９６抗原および上記ｓｐｒ２０２１抗原を単一の
ポリペプチド鎖として含む、上記項目のいずれかに記載の結合体。
（項目５）
　上記ポリペプチド鎖が、式ＮＨ２－Ａ－｛－Ｘ－Ｌ－｝ｎ－Ｂ－ＣＯＯＨのポリペプチ
ド鎖であり、式中、Ａは、任意選択のＮ末端アミノ酸配列であり、Ｂは、任意選択のＣ末
端アミノ酸配列であり、ｎは、２またはそれより大きい（例えば、２、３、４、５、６な
ど）整数であり、各Ｘは、ｓｐｒ００９６抗原またはｓｐｒ２０２１抗原のアミノ酸配列
であり、ここで、少なくとも１つのＸは、ｓｐｒ００９６抗原であり、少なくとも１つの
Ｘは、ｓｐｒ２０２１抗原であり、Ｌは、任意選択のリンカーのアミノ酸配列である、項
目４に記載の結合体。
（項目６）
　ｎが２である、項目５に記載の結合体。
（項目７）
　Ｘ１がｓｐｒ００９６抗原であり、Ｘ２がｓｐｒ２０２１抗原である、項目６に記載の
結合体。
（項目８）
　上記ポリペプチド鎖が、配列番号９に対して５０％またはそれを超える（例えば、６０
％、６５％、７０％、７５％、８０％、８５％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４
％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％、９９．５％または９９．５％超）同一性
を有するアミノ酸配列、特に、配列番号９のアミノ酸配列を含む、項目７に記載の結合体
。
（項目９）
　上記抗原が糖である、上記項目のいずれかに記載の結合体。
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（項目１０）
　上記糖が、Ｎ．ｍｅｎｉｎｇｉｔｉｄｉｓに由来する莢膜糖、Ｓ．ｐｎｅｕｍｏｎｉａ
ｅに由来するグルカンまたは莢膜糖である、項目９に記載の結合体。
（項目１１）
　上記糖が、Ｎ．ｍｅｎｉｎｇｉｔｉｄｉｓの血清群Ａ、Ｃ、Ｗ１３５、またはＹに由来
する莢膜糖である、項目１０に記載の結合体。
（項目１２）
　上記抗原がハプテンである、項目１から８のいずれかに記載の結合体。
（項目１３）
　上記ハプテンが、アヘン剤、マリファナ、アンフェタミン、コカイン、バルビツレート
、グルテチミド、メチプリロン、抱水クロラール、メタクワロン、ベンゾジアゼピン、Ｌ
ＳＤ、ニコチン、抗コリン作用薬、抗精神病薬、トリプタミン、他の精神作用薬、鎮静剤
、フェンシクリジン、プシロシビン、揮発性亜硝酸塩、ならびに物理的依存および／また
は精神的依存を誘導する他の薬物である、項目１２に記載の結合体。
（項目１４）
　医薬における使用のための、上記項目のいずれかに記載の結合体。
（項目１５）
　上記項目のいずれかに記載の結合体を、薬学的に許容されるキャリアと組み合わせて含
む医薬組成物。
（項目１６）
　血清群Ａ、Ｃ、Ｗ１３５、およびＹに由来する糖を含む結合体の混合物を含む、項目１
５に記載の医薬組成物。
（項目１７）
　血清群Ａ、Ｃ、Ｗ１３５、およびＹに由来する糖を含む上記結合体が、各糖について別
個の結合体である、項目１６に記載の医薬組成物。
（項目１８）
　血清群Ａ、Ｃ、Ｗ１３５、およびＹに由来する糖を含む上記結合体が、同じキャリアに
基づく、項目１７に記載の医薬組成物。
（項目１９）
　上記同じキャリアが、項目１から８のいずれかに記載のキャリア分子である、項目１８
に記載の医薬組成物。
（項目２０）
　哺乳動物において免疫応答をもたらすための方法であって、項目１から１４のいずれか
に記載の結合体または項目１５から１９のいずれかに記載の医薬組成物を、上記哺乳動物
へと投与するステップを含む、方法。
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